２１世紀気候変動予測革新プログラム

第１回広報委員会

日　　時：２００７年７月４日（水）１４：００～１６：１５
場　　所：海洋研究開発機構(JAMSTEC)　東京事務所セミナー室
出席者（敬称略）：プログラム統括：松野、西岡
　　　　　　　　　　　A①：渡辺、A②：坂本、A③：楠
　　　　　　　　　　　事務局：近藤、赤澤、林
　　　　　　　　　　　AESTO：堀内、工藤
　　　　　　　　　　　文部科学省：笹岡、大竹
議事録（案）

はじめに、プログラム統括より挨拶がされた。

· 本プログラムの広報活動としては、①一般の人々の温暖化への関心に答えていく（よりわかりやすい方法で伝える）ことと、②リソース獲得までを視野にいれ、我々の研究活動を理解してもらうという２つの目的がある。

· コアは研究そのものである。（しかし、一般の人向けではない。）次に、誰に何をどういう手段で伝えていくのか、研究自身をどこに売り込んでいくのかをきちんと考えて広報活動を行っていくべき。国民に対して、学会に対して、国際的なタイミング（IPCC、UNFCCCの会合等）。
1． Ｂｒｏｃｈｕｒｅの作成

5/24(木)研究調整委員会の資料をもとにBrochure作成について議論が行われ、以下の内容にまとまった。

· プログラムがスタートしたばかりでまだ成果がでてきていないため、今回作成するものは、革新プログラムを紹介するBrochureとする。

· 内容は、革新プログラムを進めるにあたり、どういう成果がこれまでにあり（研究の背景等）、このプログラムで何をやろうとしているのかがわかるものにする。

· ＣＯＰ１３（12/3-12,インドネシア/バリ）のサイドイベント参加に関する照会があったので、展示ブース出展の仮押さえをした。

· まずは、COP１３での配布ができるように以下のBrochureを作成する。

1） 各チーム(A①、A②、A③)について、2ページで、A、B、Cの紹介をする。

内容は、研究の背景となる関連する成果(共生のみならず、Cでは共生以外の関連成果）とこれからの計画
2） 全体で１０ページ程度。（A4判の冊子を考えると、通常４の倍数となる。ページ数は、事務局にて要検討）

・表紙（１ページ）

・全体概要（１～２ページ）

・各チームの紹介（６ページ程度）

・裏表紙（１ページ）

3） 原稿〆切：9月末、印刷物完成：１１月中旬

4） 英語

5） 原稿依頼は、追って事務局より連絡する

6） その他

観測やESのことも含めてもいいのではないか。

年代のストラテジーを示す図があるとわかりやすい。

坪木・日比谷課題については、今回のBrochureでの扱いは事務局で要検討。
· その他：

· 日本語での紹介は、文部科学省で作成された革新プログラムのパンフレットを利用する。

· 日本語のパンフレットは、新しいプロジェクト開始するという紹介のために作成したもの。

· 　　　　　６，０００部印刷し、成果報告会、全国の大学と図書館、プレス発表時に配布した。その他、各種問い合わせがあったときに配布している。

· パンフレットの使い方の一つとして、研究者が開くいろいろなWSで置く。

· 今後、成果が出てきた時点で成果を紹介するBrochure作成を検討する。（時期はTBD）

2． ＨＰについて

AESTO堀内氏より、ホームページの作成（案）について資料にもとづいて説明がされた。その（案）をもとに以下のコメントがあった。

・外部向け（一般向け）と内部向け（研究者間の情報交換）のサイトは別に開設する。

· 一般向けサイトはわかりやすさを心がける。当面日本語版で作成し、その進展状況をみて英語版作成を検討する。

· 研究者等の知識のある方向けの詳細ページも作成する。

· 一般向けの説明ページから詳細ページへリンクを貼る。

· トップの見出しとなるチーム名はもっと分りやすく一般向けのものを考える。

· 内部向けサイト

· パスワード認証を設定する。

· 研究調整委員会、成果報告会の発表PPTを載せる。（会議終了後に発表者へ公開してよいように必要に応じて削除等の編集をお願いする。）
· プログラム紹介PPT（お出かけセット）の作成

プログラム統括が各種会合にて本プログラムの紹介をする際に利用できるPPTを日/英で作成する。→　まずは、９月のシナリオ会合にて西岡統括が発表するので、それまでに近藤先生がPPTを作成する。

· 一般向けのサイトから内部向けサイトへのリンクは控え、内部向けサイトのURLは関係　　　者のみにメール等で連絡する。

· ９月末公開を目指し、８月の次回委員会で動きをつけたページを元に内容確認を行う。

3． 略称・英語表記とロゴマーク

BrochureやHP等に必要になるので、各自でよいアイデアを考える。→持ち帰り宿題となった。

宿題の提出日については、後日事務局より連絡する。

· 革新プログラム

略称（案）：革新プロ、革新　等

英語表記（案）：Innovative Program of Climate Change Projection for the 21st Century
英文略称（案）：KAKUSHIN、Innovation 21（Innovation 25という他のプロジェクトで既存名があるため却下）

· 各課題における略称名と英語表記、外部向けサイトで使用する一般向けの分りやすい研究内容については、各チームで検討する。

· ロゴマークは、AESTOにてデザイン（案）を作成する。（KAKUSHINまたはKAKUSHIN21で作成予定）

４．次回開催：  　日時：８月２９日（水）１５：００-１７：００　

場所：JAMSTEC東京事務所（予定）

